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令和４年９月29日(木)午後３時08分～午後４時53分 

黒部市役所201会議室 

 

教 育 長 中  義文 

教育委員 紙谷 真紀（教育長職務代理者） 

教育委員 浅野 詠子 

教育委員 吉澤 浩司 

教育部長                 藤田 信幸 

学校教育課長・学校給食センター所長    小倉 信宏 

生涯学習文化課長             中湊 栄治 

スポーツ課長               上島 晴香 

図書館長                 寺林 佳子 

学校教育班長               平田  恩 

交流センター企画運営班長         牧野 恵美 

こども支援課長              浦田 武治 

学校教育課主幹              舘野 敬子 

生涯学習文化課主幹            佐々木みのり 

学校給食センター主幹           松平真由美 

学校教育課長補佐             尾崎俊太郎 

 

なし 

 

（会議冒頭「市民憲章」朗唱） 

 

只今から、黒部市教育委員会９月定例会を開会します。「議事録の署名について」は、

私が署名します。次に､「８月定例会の議事録」について、訂正･質問等がありましたら

お願いします。 

 

（質問等なし） 

 

 特にないようでありますので、記載のとおりとして議事録に署名することとします。 

 次に教育長報告をいたします。 

 

１ 所管事業の状況報告について（行事等） 

(1) ９月10日(土) 中学校体育大会（各中学校） 

(2) ９月17日(土) 小学校運動会（各小学校） 

(3) ９月24日(土) 東京2020オリンピックホストタウン記念第１回インドカップin 

KUROBE（～25日、中ノ口緑地公園） 

 

２ 出席した会議等の概要報告について 

９月６日(火) 東京2020オリンピックホストタウン記念事業実行委員会（市役所） 

 

３ 所管事務に関する問題・情報等について（児童・生徒の安全･安心に関すること） 

〔前回会議以降、今回会議までの間〕 

(1) 児童・生徒の交通事故等 

○交通事故（１件） 

○その他の事故等（６件） 
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(2) 不審者情報等（３件） 

(3) 鳥獣出没情報（１件） 

(4) いじめの認知件数及び指導の経過（８月報告分） 

①小学校（新規認知件数０、指導中７、解消０） 

②中学校（新規認知件数０、指導中３、解消０） 

(5) 令和４年度在籍児童・生徒・園児数（令和４年９月１日現在） 

①小学校 児童数1,930人（前月比 ２人増） 

②中学校 生徒数1,082人（前月比 １人増） 

③幼稚園 園児数00 32人（前月比 増減なし） 

(6) 新型コロナウイルス感染症感染症関連情報 

 〇学級閉鎖等はなし 

 

 以上、教育長報告としますが、確認、質問等がありましたらお願いします。 

 

 黒部市民病院の緊急受診についてですが、４月に保護者からあらかじめかかりつけ医

の情報はもらっていないのですか。 

 

 年度当初に緊急連絡カードというのを提出いただいており、そこにかかりつけ医、例

えば内科や歯科を書いていただくことになっているのですが、中には学校にお任せしま

すという方もおられますので、そこに関してははっきりさせておく必要があるかと思い

ます。どうしてもかかりつけ医がない場合は、そのときに改めて検討になるかと思いま

す。 

 

 全部の方がかかりつけ医を持っておられれば良いですが、いま、今、班長が申したよ

うに学校にお任せされている方や、学校の方でも市民病院を頼りがちなところがありま

した。ところが、市民病院を受診した後で、保護者に7,700円の請求があると保護者に申

し訳ないということで費用の面、また付き添いの面を見直すという対応です。 

 

 事前に周知してあげないとみなさんこども医療費助成制度を利用されていて医療費は

無料と思っていて、初診の費用は考えていない方がおられると思います。 

 

 おっしゃる通りです。周知をどうするかということ、また、学校だけでなくスポーツ

指導者にこういったことをどう伝えるか、部活動やクラブチームでの活動で怪我をした

ときにどこにどういう風に搬送し受診すればよいのか、そういうことも伝えておかなけ

ればならないと思います。 

 

 怪我の状態を先生が判断しかねることも多いし、どういう風に対応してもらいたいの

かというところで保護者との意見と行き違いがあると、後々、大きな問題になってくる

と思います。その状況を早めに保護者に伝え判断をしっかり相談していかないと問題に

なることがあるのではないかと思います。 

 

 まず、保護者への連絡をどういった形でできるかということがあるかと思います。保

護者も、例えば仕事の関係で富山や高岡などにいてすぐには行けず、でも子供は痛がっ

てどうしようもないということがあった場合、そういった場合は学校から連れて行かな

いといけません。ただしレントゲン受診等になると保護者が同意しない限り教員だけで

はできません。ですから対応できるところは保護者にゆだねたらどうかというところで

の今回の取組みであります。 

 

お願いします。 

 

 ほかに質問はありますか。 
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 いじめの認知件数ですが、新規の認知件数はないということですけども、継続が小学

校７件、中学校７件ということです。そのうちの３か月以上が５件、３件となっていま

す。これはいじめが続いているということなのですか、それともいじめの指導をしてい

るということで捉えたらよいのですか。 

 

いじめに関しては短期間で終了することはないです。３か月を黒部市では目安として

います。いじめが収まって指導段階というのもあれば、まだ、陰で行われているのもあ

ります。 

 

この３か月以上の中にはもっと長期にわたっている者もあるのですか。 

 

あります。 

 

もし差し支えなければ一番長いものでどれくらいですか。 

 

７か月から８か月のものがあります。 

 

年度がかわり学年が変わっても続いているものや、小学校を卒業して中学校まで続い

ているものもあります。ですから中学進学のときにそういった継続の場合は保護者が直

接、学校や委員会に、あの子と一緒のクラスになったら心配なのでほかの中学校に行か

せてくださいという相談があります。大体３か月で収まるということではなく長引くも

のもあります。 

 

非常に心配な部分でもあるので、いろんなバックアップ体制で解消できるようにして

いくのが大事なのかなと思っています。いろいろ尽くされているとは思うのですが、少

しずつ減っていくことを願っています。 

 

学校でも本人、保護者、周りの児童生徒あと先生の判断でいじめの解消を判断してい

ます。 

 

ありがとうございます。 

 

ほかよろしいですか。 

では次に、「５ 議案」に移ります。本日の議案は、１件です。 

「議案第21号 令和４年度黒部市教育委員会事務の点検・評価（令和３年度事業分）

について」説明願います。 

 

こちらにつきましては前回８月定例教育委員会で制度についてご説明したとおりです

が、このたび、黒部市教育振興協議会から点検評価の内容について答申がなされました

ので教育委員会として決定いただくというものです。資料は９月13日付けで黒部市教育

振興協議会会長の漆間中郎氏から黒部市教育委員会に答申がなされたものです。審査し

た期日は８月30日と９月13日の２日間で行っております。２日間とも長時間にわたって

審査が行われました。審査件数は57件で前年より１件増えています。それから、それぞ

れの課別の所管の件数が記載されています。それから評価別件数はAA評価が３件、Ａ評

価46件、Ｂ評価６件、Ｃ評価２、その内訳は記載のとおりです。その点検評価の内容に

ついては資料の冊子のとおりです。赤字は前回配付時から事務局で訂正した部分です。

主に誤りを訂正したものです。青字で記している部分が教育振興協議会の審議に基づき

修正をした部分です。中には、事務局で総合評価をBとしていたものをAの方がふさわし

いのではないかと評価していただいたものが数件ありました。あと字句の訂正について

も直してあります。内容の詳細な説明は割愛させていただきますが、この冊子の案が令



 

 

 

教育長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

スポーツ課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

 

委員 

 

 

教育長 

 

委員 

 

 

和３年度事業分の点検評価ということでよろしいかどうかという決定をお願いするとこ

ろです。 

 

今お手元にあるもので、委員の皆様から評価や中身で修正した方がよいものがあれば

お聞きしたいと思います。 

 

これは３年度の事業でコロナ禍で実施できなかったことが多かったものの評価、準備

はできていたけど実施できなかったことの評価とお聞きしています。その中で気になっ

ているのはコロナ禍でできなかった事業の中で、黒部市内の活力のひとつ、市民１スポ

ーツがあります。市民体育大会などできなかったものに対して、ずっとできていなくて、

今回もできてないので、どんどん予算が下がっていく。それに対してやりたいけどやれ

ない人がいるのに環境として用意してあげないということは、ますますやらない人が増

えたりとか活力を持たせることができない、スポーツはみんなが集まってみんながわい

わいして体を作るということがあるので、その評価が低いと予算も回ってこないのかな

と思います。この評価はBになっているのですが、黒部市の大きなイベント、運動会をす

るのはほかの市町村にはないのでそういったことを思いました。一方で、そうでありな

がらも行われた名水マラソンはAAになっているということで本来、なんていうのかな、

市民に対しての開かれるべきものが減っていくことに関しては心配だと思いました 

 

コロナ禍で実施できなかったから評価が下がって、それにより予算の裏付けも取れな

いのかということですね。 

 

やれなくて評価としてはAがつかずBということになってはいるのですが、いろいろ模

索しているということです。予算は財政当局にもそういったことを説明したうえで、令

和４年度につきましては何とか少しずつ動かしいていきたいということで地区体協と連

絡しながらやった中で、ただ10月の陸上に関してはまたコロナのピークがやってきて地

区の同意が取れなかったです。そういった協議をしながらやっておりますので、ぜひこ

ちらは動かしたいのだという意思は地区には伝わっていると思います。予算については

コロナ禍でありながら執行している部分もあるということも財政当局に説明していきた

いと思います。 

 

 予算につきましては当初予算で計画通りやるものとして予算付けされていましたが、

結果としてやらなかったということで事業費の予算自体から補正して減額することもあ

ります。それは結果として使わなかったので他の用途に使ったということで、初めから

予算が少なくしていることではないです。 

 

 わかりました。 

 

 スポーツ課長からありましたとおり、コロナ禍だからやめるのではなくてどうやった

らできるか、やりたい地区もありますから、それらをどう束ねて一緒にやれるように努

力していかなければならないということです。市民体育大会だけでなくほかのものもす

べてだと思います。 

 

 工夫して形を変えたりしてみんながスポーツできてという環境を作っていただくこと

が大事だと思いますのでよろしくお願いします。 

 

 そのほかよろしいですか。 

 

 一通り見させていただいて感想ではないですが、異常にA評価が多くてそれはそれで見

た目は良いのですが、実績成果を読み込んでいくとAは甘いのかなということもあったり

して、そもそも基準は当然、事業同士を比べるものではなく、その事業がどうだったか
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で評価されるものだとは思うのですが、より事業を進化させていくといった面でも、も

ちょっと来年頑張りましょうということでＢやＣをつけてもいいのかなと。これを読む

限りにおいてはそういうふうにも感じたところです。別に厳しくということではなく、

感じたところです。 

 

 事務局で最初に素案を作るのですが、いくつかさすがにこれはA付けられないかなとB

をつけたものもありますが、振興協議会の方でなかなかも制約された中でも頑張ってい

ると。できたということではなく過程に着目されてもう少しあげてもよいのではないか

ということで、過去の点検評価の中でも事務局では、最初から手前味噌で良くつけたく

ないという気持ちは働くのですが、振興協議会でもう少し上げてもいいのではないかと

いうのもあり、そういうことになっているのかと思います。常に問題点や課題のところ

は認識していかなければならないので次年度以降の事業には、仮にAがついていても必ず

改善しなければならないと思います。 

 

 わかりました。 

 

 

 貴重な意見感想ということで生かしていきたいと思います。 

 

 食育に関する取り組みのところで、青字の部分が消されていますが、これはなぜ消さ

れたのかなと思いました。これは県教委のアンケートですよね。黒部市のものは把握し

ておられますか。 

 

 振興協議会の委員からは、黒部市のものではない数値を上げるのはどうかということ

でした。このアンケートは県のアンケート調査の中から黒部市部分を抜いた部分でした

が、それも絶対多数ではありませんので参考にならないということで、この表は消した

方がよいのではという意見でありました。ただこれに代わるものがあれば、また食育に

関するデータがあれば追加で載せられるものを探してみます。今回はこれを削除するこ

ととしました。 

 

 箸の持ち方もほんの少しですが、下がっているのが気になりました。黒部市の方でも

アンケート調査を集計して来年度また載せてもらえると良いかなと思います。箸の持ち

方と鉛筆の持ち方と共通するものがありまして、学校訪問で児童の鉛筆の持ち方がまだ

まだきちんとしていかないといけないかなと思いました。 

 

 箸の持ち方と鉛筆の持ち方は、以前、黒部市の教育の方針にあったかと思います。来

年度、教育の方針に箸の持ち方鉛筆の持ち方も含めて入れるということであれば、そう

いうものを評価しなければならないと思います。今年度は教育大綱もつくりかえ、その

うえで教育の方針も作成します。それらと整合性を持たせながら必要なものを取り入れ

ていくことにしたいと思います。 

その他よろしいでしょうか。 

 

（意見等なし） 

 

そうしましたら提案された形でよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

 それではこちらを12月議会で議員の皆様に配付していくことになります。あわせてこ

こには入っておりませんが、承認されたということで有識者からコメントをいただくこ

とになっております。その有識者がその後意見も踏まえて事務局から伝えたうえで有識
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者からアドバイスいただく形になるかと思います。有識者は決まっておりますか。 

 

検討中です。 

 

 委員の皆様で有識者について案がありましたらお知らせください。 

次に、「６ 報告」に移ります。 

はじめに、「報告第１号 令和５年度保育所・幼稚園・こども園等の入所受付について」

報告願います。 

 

毎年、この時期に申込書類を配布しておりまして、今年につきましては10月３日から

配布ということにしております。受付期間については、10月12日から10月28日までとい

うことで新規の入所希望者につきましては、集中受付日に各園で対応ということにして

おります。さくら幼稚園につきましては、集中受付日は10月12日を予定しております。

２年目以降につきましては、幼稚園は意向調査、保育所こども園は現況届で受付します。

この入所受付につきましては広報くろべの10月号、ホームページ、ケーブルテレビで周

知する予定にしております。以上であります。 

 

質問、確認事項があればお願いいたします。 

 

 （質問等なし） 

 

よろしいですか。それでは次に「報告第２号 黒部市議会において報告された事項」

について報告願います。 

 

清明中学校のスクールバスの事故案件でございます。スクールバスが朝の生徒を降ろ

したあと、所定の場所に移ろうとした際、配送のトラックが入ってきました。バスが内

側にハンドルを切った際、内輪差で教員の車に接触したという事故です。通常ではこう

いった経路を取らないものをバスの運転手が違う動きをしたことが原因なので、管理し

ている運行会社に今後こういったことがないように注意したところです。損害賠償額は

127,281円、相手方は記載のとおりです。 

 

これについて質問あればお願いいたします。 

 

（質問なし） 

 

よろしいですか。そうしましたら、「報告第３号 黒部市議会において報告された事項」

について報告願います。 

 

こちらの方も清明中学校のスクールバスの事故案件です。通常給油しているガソリン

スタンドに給油しに行ったところ、たくさんの車両があり、いつもと違う場所で給油し

に行ったところ前方不注意で店舗のドア枠にバスのサイドミラーが接触したところで

す。こちらについても運行会社に安全確認をし、慌てず運転するよう注意したところで

す。損害賠償額61,600円です。相手方は記載のとおりです。 

 

２件続けて似たような案件でありましたが、確認事項ありましたらお願いいたします。 

 

同じ運転手ですか。 

 

運転手は違います。 

 

今回は人身事故ではなかったので、金銭で済みましたが、もし子供が乗っていた場合、
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または相手方との揉め事が大きくなった場合、こちら側が委託している会社の保証です

か、それともこちら側にもかかってくるものですか。 

 

こちらにも損害賠償額ということで掲載しておりますが、事故があった場合はこちら

の保険で対応することになります。前年度、物損事故があり、対応の悪さがあり被害者

から市の対応が悪いと指摘を受けたこともあります。市が責任をもって相手方と一緒に

なり折衝していくことになります。 

 

運行会社がすべてではなく依頼しているこちら側にもきちっとした対応が問われると

いうことであります。よろしいですか。 

それでは、次に「報告第３号 黒部市議会において報告された事項」について報告願

います。 

 

それでは、「報告第３号 黒部市議会９月定例会一般質問・答弁要旨(教育委員会関係)」

についてご説明します。９月定例会での教育委員会関係の質問については、個人５名か

ら計13項目の質問が出されたところです。簡単ではありますが、報告します。（以下、質

問議員等） 

 

質問議員等：古川和幸議員 

 質問事項 ：図書館運営について 項目５件 

 

 質問議員等：橋本文一議員 

 質問事項 ：扇状地に生息する水生生物の調査と保護について 項目３件 

 

 質問議員等：柳田守議員 

 質問事項 ：新型コロナ感染症に係る本市の現況及び対応について 項目２件 

 

 質問議員等：谷村一成議員 

 質問事項 ：公共施設及び跡地の活用について 項目１件 

 

 質問議員等：家敷誠貴議員 

 質問事項 ：黒部踊り街流しについて 項目２件 

 

  説明は以上です。 

 

答弁した中身なので変えられませんが、今後に向けた意見があればお願いします。 

 

鷹施中学校の跡地利用については方針が出ないまま月日がたっており、人が入ってお

らず老朽化してもったいないと思っていました。ここで具体的に公有財産活用検討委員

会の名称がでてきました。ここで話し合われて、動き出すにはまた時間がかかりますか

ね。このメンバーはどういった形で運営されるのですか。 

 

メンバーは庁内の関係部署の部長です。 

 

これから相談されるのですね。実際に物事が動くまでには時間がかかりますか。 

 

市長は、未来会議で直接市民の意見を聞いて、それも十分参考にしながら進めたいと

言っております。教育委員会では令和２年度にサウンディング調査をやっております。

そういったものももちろん、重要な検討材料になっていくと思っていますが、それも踏

まえたうえで新しい。学校ばかりではなく、市民交流センターができた後の市民会館や

働く婦人の家、図書館の跡地利用もあります。そういったところもどうするのかを同時
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に考えていく必要があるということでこういった形になっております。ですからすぐに

学校跡地だけ先にということにはならなくて少しそういった面では一旦、全体を見てと

いうことになっているということです。 

 

敷地内の管理を自治会にお願いしていたり、それを知らない方が、どうなっているん

だろうと思っていたりします。そうしていると、近所の人で草を刈ってくれといわれ、

教育委員会で何とかできないのかという声も聞かれます。長く置けば置くほど負担にな

るのではないかと思います。映画会社が撮影に来てくれたおかげでそこはきれいになっ

たという話もあります。誰かが入ることで維持や金銭で助かることもあるかと思います。

またご検討いただけたらと思います。 

 

委員言われたことは大事なことです。このことに関しては、地区と一緒になって考え

ていくということが必要だと思います。そして、やはり学校の跡地をどう活用するか、

それを活用するまでに誰がどのように管理していくかを考えていかなければならないと

思います。 

質問がありましたら、お願いします。 

 

（なし） 

 

それでは、次に、「報告第５号 課等の事業報告（経過・予定）について」報告願いま

す。 

 

〔経過事業〕 

○８月30日 黒部市教育振興協議会 

○９月７日 学校訪問：通常訪問研修（石田小学校） 

○９月８日 学校訪問：通常訪問研修（宇奈月小学校） 

○９月10日 中学校体育大会 

○９月13日 黒部市教育振興協議会 

○９月17日 小学校運動会 

○９月21日 学校訪問：通常訪問研修（清明中学校） 

○９月26日 社会に学ぶ「14歳の挑戦」（～30日） 

○９月28日 学校訪問：通常訪問研修（村椿小学校） 

 

〔予定事業〕 

○10月６日 令和４年度東海北陸六県市町村教育委員会連合会理事総会（～７日） 

○10月６日 令和４年度富山県市町村教育委員会連合会第２回研修会 

○10月24日 姉妹都市交流研修事業（メーコン・ビブ郡派遣）研修生激励会 

○10月26日 英会話科等公開授業 

 

〔経過事業〕 

○８月27日 第３回歴史講座「黒部と田中冬二」 

○９月２日 第１回20歳を祝う式実行委員会 

○９月８日 第57回東海北陸公民館大会（～９日） 

○９月17日 湯の街ふれあい音楽祭モーツァルト＠宇奈月（～18日） 

○９月23日 小林耕平テレポーテーション 

 

〔予定事業〕 

○９月30日 アーティストinくろべ青少年交流事業（～10月２日） 

○10月８日 黒部シアター2022秋（～10/9） 

○10月15日 公民館祭り（14地区）～11月中旬まで各地区で開催…別添資料３ 

○10月22日 第４回歴史講座「黒部に遊歴した俳人と黒部の俳人達」 
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〔経過事業〕 

○９月23日 東京2020オリンピックホストタウン記念事業 歓迎レセプション 

○９月24日 東京2020オリンピックホストタウン記念 第１回インドカップ in KUROBE

（１日目） 

○９月25日 東京2020オリンピックホストタウン記念 第１回インドカップ in KUROBE

（２日目） 

○９月27日 第77回国民体育大会出場選手激励会 

 

〔予定事業〕 

○10月10日 エブリバディスポーツデイ2022 

○10月16日 黒部市陸上体育大会陸上（大運動会）【中止】 

 

〔経過事業〕 

○９月１日 「読み聞かせ絵本」展（～10月10日） 

○９月13日 「がんとともに生きるすべての方へ～治療も、仕事も、生活も～」 

（～10月10日） 

○９月27日 社会に学ぶ「14歳の挑戦」受入（～30日） 

 

〔予定事業〕 

○10月１日 「アートギャラリー of Japanese」（～30日） 

○10月12日 「読んでみよう！文豪作品」展（～11月30日） 

○10月18日 「子どもでも大人でもない君たちへ贈る本～未来への道しるべ～」 

（～11月20日） 

 

〔経過事業〕 

○９月22日 インド給食  

○９月26日 社会に学ぶ「14歳の挑戦」受入（～29日） 

○９月26日 教育委員試食会（30日） 

○９月29日 黒部地場産学校給食の日(第２回） 

 

〔予定事業〕 

○10月６日 ジオパーク給食 

○10月20日 黒部地場産学校給食の日(第３回） 

 

〔経過事業〕 

○９月１日 ２学期始業式 

○９月18日 くろべフェア「わっしょい黒部」５歳児参加 

○９月27日 社会に学ぶ「14歳の挑戦」（～30日） 

 

〔予定事業〕 

○10月１日 運動会（雨天順延：２日まで） 

○10月12日 令和５年度入園申請日 

○10月14日 遠足 

○10月22日 公民館まつり【絵画展示のみ】（～23日） 

 

 第１回20歳を祝う会として正式に出してよいですか。 

 

 議会にも提出しており、これが正式な名称です。県内で祝う式は少数派で20歳の集い

が多いです。 
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 委員の皆様、給食食べられた感想をおきかせください。 

 

 塩気がちょうどよかったです。 

 

 今回14歳の挑戦の視察もかねていましたが、やはり衛生面の管理を気を付けておられ

て、こうして作っておられるんだなと思いました。生徒も検便までしているんだったら

２日間だけでなく、もう少し長くてもいいのかなとも思いました。給食は温かく大変お

いしかったです。 

 

 とても衛生管理が素晴らしいと思いました。私も会社で食品パッケージを作っている

ので見習わなくてはと思いました。手洗い方法も説明を受けました。素晴らしいと思い

ました。食べた感想ですが素材の味がうまく感じられる味付けでよかったです。おいし

くいただきました。 

 

 14歳の挑戦は２日間でようやく実現できたところです。去年から比べれば前進したと

思っています。こども支援課ですが、幼稚園でも14歳の挑戦を受け入れていただいてお

ります。ありがたいことだと思います。子供たちはコロナでどうですか。 

 

 保育所幼稚園いくつかありますが、さくら幼稚園だけは第７波は職員園児とも感染が

ゼロでした。管理がうまくいっていると思っております。午睡がないのでそういったこ

とも要因かと思いますが、一人も出なかったので普段の活動や家庭での注意もきちっと

されているのかなと思います。 

  

 わかりました。最後に「７ 連絡事項等」について、事務局からお願いします。 

 

 （今後の日程について確認） 

○令和４年度富山県市町村教育委員会連合会第２回研修会 

  【日時】10月６日(木) 午後３時40分  

【場所】Toyama Sakuraビル（富山市） 

○10月定例教育委員会     【日時】10月27日(木) 午後１時30分  

【場所】203会議室 

○総合教育会議事前打合せ   【日時】11月中旬（14日(月)の週） 

○教育委員会11月定例会    【日時】11月24日(木) 午後１時30分 

               【会場】201会議室 

○令和４年度総合教育会議   【日時】11月26日(木) 午後３時30分 

               【会場】201会議室 

  

委員の皆様におかれましては、日程調整をお願いします。 

 全体を通して確認事項等ありますか。 

 

（なし） 

 

 以上で、本日の会議を終わります。ありがとうございました。 

 

 上記、議事録の正確なることを証するために、次に署名する。 

 

 令和４年10月27日 

  署名人 黒部市教育委員会 教育長  中   義 文 


